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１．概要（Summary） 

チタン合金表面に多段階サンドブラストを行うこ

とで表面粗さを増加させた。リン酸カルシウム微粒子

（アパタイト核）を基材の細孔内に形成させて生体活

性を付与し、擬似体液（SBF）中でのアパタイト形成

能を評価した。さらに、形成したアパタイト層の接着

強度を評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3Dレーザー顕微鏡 

【実験方法】 

アルミナ研削剤もしくは炭化ケイ素研削剤を用い

て各種チタン合金（純チタン、Ti-15Mo-5Zr-3Al、

Ti-12Ta-9Nb-3V-7Zr-O、Ti-6Al-4V、Ti-22V-4Al）に

多段階サンドブラスト処理を施し、基材表面に細孔を

形成した。多段階サンドブラスト処理は、1段階目で

平均粒径 14 μm、2段階目で平均粒径 3 μmの研削剤

を使用して行った。3D レーザー顕微鏡観察により、

処理前後における表面粗さを評価した。アパタイト核

をチタン合金表面の細孔内に形成し、生体活性を付与

した。得られた生体活性チタン合金をSBFに浸漬し、

アパタイト形成能を評価した。形成したアパタイト層

の接着強度を引張試験により測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

3Dレーザー顕微鏡観察の結果、多段階サンドブラ

スト処理により、各種チタン合金の表面粗さが、処理

前と比較して有意に増加したことがわかった（Fig. 

1 ）。 生体活性チタン合金を SBFに浸漬したところ、

試料表面全体が 1 日以内にアパタイト層で覆われ、

高い生体活性を示すことがわかった。SBF 中で形成

されたアパタイト層は、合金組成によらず平均 10 

MPa以上の高い接着強度を示すことがわかった。 

 

Fig.1 Surface roughness of each Ti alloy before and 

after the doubled sandblasting process. “N” means 

before the treatment, “14-3” means after the 

doubled sandblasting process. 
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